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を調べることのできる疾患モデル動物が有用である。最近， MRLlrpl マウスと C3H/lpr マウスの交配した子
ども世代目マウスの足根部において，時に健付着部炎が自然発症することが明らかとなった。このマウスは，









画像診断学的所見について検討した。雌雄差は， 60 ・ 90 ・ 120 日齢時に病理組織学的に検討した。遺伝的要因
については， MRL 由来の Y 染色体をもった McC-Ank.YMRL マウスの樹立を行い， 120 日齢時に病理組織学
的に検索した。また，非遺伝的要因については，一匹飼いや， 30 日齢に精巣摘除術を行った去勢群を用いて
120 日齢時に病理組織学的に検索した。




また，全ての McC-A叫E 雄マウスが 90 日までに病理組織学的に強直症を発症し，一方で， McC-Ank 雌マウス










最近， MRL/rpl マウスと C3H/lpr マウスの交配した子ども世代 F1 マウスの足根部において，時に健付着部炎
が自然発症することが明らかとなった。このマウスは，関節炎が雄優位に生じ，終末像として骨性強直が一部







画像診断学的に検討している。雌雄差については， 60 ・ 90 ・ 120 日齢時に病理組織学的に検討し，遺伝要因に
ついては， MRL 由来の Y 染色体をもった McC-Ank.yMRL マウスの樹立を行い， 120 日齢時に病理組織学的に
検索している。また，非遺伝要因については，一匹飼いや 30 日齢に精巣摘除術を行った去勢群を用い， 120 
日齢時に病理組織学的に検索している。
その結果，以下の点を明らかにしている。① McC-Ank雄マウスの足根部の肉眼的腫脹は， 150 日間の観察
で 84%と高頻度にみられた。②病態の経時的変化は，腔付着部より炎症が生じ，肉芽形成，軟骨分化が認められ，
終末像として骨性強直が生じていた。③全ての McC-Ank 雄マウスは， 90 日までに病理組織学的に強直症を発





えられる。また，この樹立マウスから，強直性脊椎炎の発症要因には C3H/lpr 由来の Y染色体は関与しておらず，
雄性ホルモンまたは何らかの雄特有の攻撃的行為が発症に関与していることが示唆された。
本研究は，強直症発症メカニズムを解明するのに有用な強直症モデル McC-Ank マウスの樹立に世界で初めて
成功し，強直症の診断とその治療に関する今後の研究と臨床の発展に寄与することが多大である。よって，本
研究は，博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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